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議案質疑

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

給
付
金
の
申
請
件
数
が
想
定
よ

り
少
な
い
要
因
は
。

Ａ
　
支
給
対
象
世
帯
は
、６
５
０

世
帯
を
想
定
し
て
い
た
が
、令
和

３
年
８
月
31
日
現
在
の
申
請
件

数
は
84
件
で
あ
る
。申
請
件
数
が

想
定
よ
り
少
な
い
要
因
は
、こ

れ
ま
で
の
経
済
的
支
援
施
策
の

効
果
に
よ
り
、一
時
的
な
困
窮

状
態
か
ら
自
立
で
き
た
世
帯
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
利
用
に

よ
っ
て
就
労
先
が
決
ま
っ
た
世

帯
な
ど
が
想
定
以
上
に
あ
っ
た

た
め
と
考
え
て
い
る
。

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」な
ど
、27
議
案
が
市

長
か
ら
、ま
た
、議
員
提
出
議
案
１
議
案
と
委
員
会
提
出
議
案
１
議
案
、請
願
２
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承

認
・
同
意
・
認
定
し
、請
願
１
件
は
趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。（
採
決
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
業
務
委
託

料
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、具

体
的
内
容
は
。

Ａ
　
集
団
接
種
会
場
増
設
の
た

め
の
会
場
設
営
や
運
営
業
務
、

接
種
券
の
送
付
に
伴
う
問
合
せ

や
予
約
受
付
業
務
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、電
話
の
回
線
数

を
40
回
線
に
増
設
し
た
も
の
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

Ｑ
　
成
人
式
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予

防
の
対
策
は
。

Ａ
　
参
加
者
へ
の
マ
ス
ク
の
着

用
の
義
務
づ
け
、会
場
の
入
場

口
に
体
温
チ
ェ
ッ
ク
と
手
指
消

毒
を
行
う
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保
し
な
が
ら
、順
番

待
ち
の
列
を
形
成
で
き
る
よ
う

誘
導
路
を
設
置
、式
典
を
３
部

制
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
、会

場
へ
の
入
場
は
新
成
人
の
み
と

す
る
こ
と
、式
典
の
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
な
ど
の
感
染
防
止

対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

９月定例会
９月１日～９月30日

安
心
安
全
な
市
民
生
活
の
た
め
に

安
心
安
全
な
市
民
生
活
の
た
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
等
の
補
正
予
算
を
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
等
の
補
正
予
算
を
可
決

新型コロナウイルスワクチン接種会場新型コロナウイルスワクチン接種会場

主
な
議
案
審
議

主
な
議
案
審
議
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議案質疑

◇
狭
山
市
商
工
会
館
条
例
を

　
廃
止
す
る
条
例

Ｑ
　
公
共
施
設
と
し
て
の
機
能

を
廃
止
す
る
こ
と
で
、貸
室
、融

資
、税
務
、そ
の
他
の
指
導
な
ど

の
機
能
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

Ａ
　
集
会
や
研
修
な
ど
の
貸
室

の
機
能
に
つ
い
て
は
、令
和
４

年
度
か
ら
狭
山
市
産
業
労
働
セ

ン
タ
ー
に
機
能
を
集
約
化
す

る
。市
内
商
工
業
者
に
対
す
る

融
資
、税
務
、そ
の
他
の
指
導

は
、狭
山
商
工
会
議
所
が
同
施

設
で
継
続
す
る
。

◇
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

　
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

　
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

　
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

　
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ
　
条
例
改
正
に
お
け
る
変
更

点
は
。

Ａ
　
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き

に
、転
籍・
退
職
前
の
勤
務
先
か

ら
転
籍・再
就
職
し
た
勤
務
先
に

当
該
従
業
員
等
の
特
定
個
人
情

報
の
提
供
を
可
能
に
す
る
も
の
。

◇
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

　
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利

　
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例

　
の
一
部
改
正

子
ど
も・子
育
て
支
援
法
施
行

令
の
改
正
に
伴
い
、所
要
の
改

正
を
す
る
も
の

Ｑ
　
条
例
の
改
正
内
容
は
。ま

た
、改
正
に
よ
り
該
当
と
な
る

事
業
者
や
保
護
者
は
市
内
に
ど

の
程
度
い
る
の
か
。

Ａ
　
家
庭
と
同
様
の
環
境
で
養

育
す
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養

育
事
業
を
行
う
者
が
保
育
所
な

ど
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用
者

負
担
額
を
、里
親
と
同
様
に
負
担

を
求
め
な
い
こ
と
と
す
る
も
の

で
あ
る
。現
時
点
で
は
、小
規
模

住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う

者
、里
親
、い
ず
れ
も
該
当
す
る

者
は
い
な
い
。

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、歳
入
全
体
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

た
の
か
。

Ａ
　
税
収
で
は
、対
前
年
度
比

０・８
％
減
の
２
１
６
億
７
千
万

円
で
、ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
額

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。特
別
定

額
給
付
金
事
業
の
財
源
と
し
て

約
1
5
0
億
円
、ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

の
財
源
と
し
て
約
３
億
６
千
万

円
を
国
庫
か
ら
補
助
金
と
し
て

受
け
入
れ
て
い
る
。そ
の
他
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
し

て
、約
12
億
円
を
受
け
入
れ
て

お
り
、歳
入
総
額
は
増
加
し
た
。

Ｑ
　
法
人
市
民
税
の
決
算
額
が

約
３
億
５
千
万
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
要
因
と
そ
の
影
響
額
は
。

Ａ
　
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
に
伴
う
法
人
税
割
税
率
の
引

下
げ
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な
ど
に

よ
る
世
界
的
な
経
済
の
停
滞
に

よ
る
企
業
業
績
の
悪
化
の
影

響
と
考
え
て
い
る
。税
率
引
下

げ
の
影
響
に
よ
る
減
収
額
が
約

１
億
９
千
万
円
、業
績
悪
化
な

ど
の
影
響
に
よ
る
減
収
額
が
約

１
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
!
さ

や
ま
の
お
店
全
力
応
援
チ
ケ
ッ

ト
事
業
費
に
つ
い
て
、経
済
効

果
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
の
か
。

Ａ
　
発
行
総
額
２
億
６
千
万
円

の
お
よ
そ
30
％
か
ら
35
％
、金
額

に
し
て
８
千
万
円
か
ら
９
千
万

円
の
消
費
を
押
し
上
げ
る
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

令
和
２
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
係
る

事
業
費
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た

の
か
。

Ａ
　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
費
が
１
５
０
億
７
千
９
３
７

万
８
千
６
６
４
円
、ひ
と
り
親

世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

業
費
が
１
億
９
千
２
０
７
万
４

６
３
円
、子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
給
付
事
業
費
が
１
億

６
千
７
７
６
万
８
千
４
９
４
円

で
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
は
、

12
億
２
千
４
５
３
万
５
千
９
８

３
円
で
あ
る
。

Ｑ
　
東
中
学
校
の
跡
地
利
活
用

支
援
業
務
委
託
料
で
作
成
し
て

い
る
報
告
書
の
内
容
は
。

Ａ
　
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
す
る
民
間
企
業
の
誘
致
を

通
じ
て
、市
の
産
業
振
興
に
資

す
る
利
活
用
を
図
る
こ
と
、民

公
共
施
設
再
編
の
た
め
、狭
山

市
商
工
会
館
条
例
を
廃
止
す
る

も
の

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

歳
　入

歳
　出
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施政方針議案質疑

間
企
業
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、地
域
の
住
民
が
利
用
で
き

る
公
共
的
な
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

を
誘
導
す
る
利
活
用
を
図
る
こ

と
、災
害
発
生
時
に
一
時
的
な
避

難
場
所
と
し
て
の
機
能
の
確
保

を
誘
導
す
る
利
活
用
を
図
る
こ

と
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害

へ
の
備
え
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
県
内
自
治
体
の
中
で
も
い

ち
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
避
難
所
運
営
訓
練

を
実
施
し
、避
難
所
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、避
難
者
用
の
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
や
非
接
触
型
体
温
計
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
、使
い
捨
て

手
袋
、簡
易
間
仕
切
り
や
簡
易

ベ
ッ
ド
な
ど
を
購
入
し
、配
備

し
た
。

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
行

っ
た
事
業
と
い
う
の
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
。

Ａ
　
文
化
交
流
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
市
の
中

学
生
と
市
内
中
学
生
が
リ
モ
ー

ト
に
よ
り
音
楽
や
食
文
化
に

つ
い
て
交
流
を
行
っ
た
。ま
た
、

本
庁
舎
と
地
区
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、各
地
区
の
自
治
会
連
合
会

長
が
参
加
す
る
会
議
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、

さ
や
ま
市
民
大
学
で
は
、オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
の
導
入
に
向
け
た

Ｚ
o
o
m
研
修
会
等
を
開
催
し
た
。

Ｑ
　
民
間
保
育
所
等
施
設
整
備

補
助
事
業
費
に
つ
い
て
、整
備

内
容
と
そ
の
効
果
は
。

Ａ
　
新
た
な
民
間
保
育
所
を
整

備
し
、定
員
１
０
９
人
の
施
設

を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、令

和
３
年
４
月
１
日
の
待
機
児
童

が
前
年
同
日
と
比
べ
て
19
人
の

減
少
と
な
っ
た
。

◇
緊
急
質
問

　
大
沢
議
員
か
ら
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る

学
校
の
対
応
と
在
宅
療
養
者
向

け
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て

緊
急
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

採決の結果

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

公明党 はつらつ創造 改進 日本共産党 自由民主党 新政みらい 市民派無所属

広
山
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
西
塚
金
子
大
島
中
村
笹
本
福
田
三
浦
太
田
衣
川
大
沢
猪
股
千
葉
新
良
田
村
土
方
内
藤
田
中
高
橋

63 狭山市商工会館条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

議
長

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 ×

64 狭山市個人情報保護条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

65

狭山市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66 狭山市事務手数料条例の一部を改
正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 令和３年度狭山市一般会計補正予
算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 令和２年度狭山市一般会計歳入歳
出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

討 × ×
討 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

討

78 令和２年度狭山市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請2
「特定健康診査時における高齢者の
聴力検査・検診及び加齢性難聴者の補
聴器購入に対する公的補助制度の創
設」を求める意見書提出に関する請願

× × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○
討 ○ ○ × × × × × × ○

請3
入間川小学校特別通学許可区域の
廃止に関する経過措置の設置につ
いて
※１

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
討 × × × ○ ○ ○ × ○

議1
入間川小学校特別通学許可地区の
廃止に伴う通学路の安全対策及び
入間川小学童保育室の環境整備を
求める決議について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

◆賛否が分かれた議案　　　○…賛成、×…反対、退…退場、討…討論者、議長は採決には参加しません

議…議員提出議案　　請…請願
※１　趣旨採択についての採決
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議案に賛 成･反 対します討
論 令和２年度 一般会計歳入歳出決算認定

賛成討論（要旨）▲

２年度は特別定額給付金給付事業費などで
決算額が増加したが、健全な財政状況は維持
された。財政構造の弾力性や財政力の強さで
見ると余裕はないが、限りある財源を大切に
使う行政運営で、各事業の取り組みと成果を
評価する　

▲

新型コロナウイルス感染症対策
に迅速かつ丁寧に取り組んでいる　

▲

親元同
居・近居支援事業や若い世代の住宅取得支援
事業で転入者が増えた　

▲

生活困窮者への相
談支援、給付金の支給により生活を支える　▲

入間川にこにこテラスに駐車場を整備、遊
具を設置、コーヒーショップの営業開始　▲

入曽駅周辺整備事業で地権者との契約が進
み、雨水管、汚水管の布設工事等、用地取得等
も進む　

▲

議会費では感染症対策費用に充て
るために政務活動費の半減などを行う

反対討論（要旨）
コロナ禍の中、行政が親身になって、市民の暮
らしに寄り添うことを求め、以下の点を指摘
する　

▲

敬老事業費など、現場が知恵と工夫
をこらして実施する事業の予算確保を　

▲

旧
入間中学校跡地の子育て支援拠点施設は建物
が賃貸であり、不安定な運営には反対　

▲

入
曽駅周辺整備事業は住民の声を元にした計画
への再構築を　

▲

権利として速やかに生活保
護の適用を　

▲

奨学金をもとの制度へ　

▲

早
急な少人数学級の実施を

▲

コロナ禍における公共施設の休館やイベン
トの中止などの対応について反省すべき点を
見出してほしい。緊急事態宣言下においても、
できるだけ『普通の生活』を取り戻す手立て
を行ってほしい

市長提出議案／承認（専決処分）一般会計補正予算（第３号、 第４号）、 損害賠償の額を定め和解すること
人事教育委員会委員の任命（安河内由香氏）、人権擁護委員候補者の推薦（羽田伸子氏）　条例歯科口腔保健の
推進に関する条例　条例の一部改正特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額を定める条
例　規約変更埼玉県都市競艇組合の規約変更　補正予算一般会計（第6号）国民健康保険（第１号）、 介護保険

（第１号）、後期高齢者医療（第１号）　その他会計の決算認定国民健康保険、介護保険、水道事業、下水道事業
事業会計の未処分利益剰余金の処分水道、下水道　その他財産の取得、字の区域を変更すること
委員会提出議案／市議会会議規則の一部改正

趣旨採択とは

　願意は妥当である
が、当該請願全体には
賛成できないといっ
た場合に、採られる請
願に対する決定の方
法をいいます。

◆
入
間
川
小
学
校
特
別
通
学
許

　
可
地
区
の
廃
止
に
伴
う
通
学

　
路
の
安
全
対
策
及
び
入
間
川

　
小
学
童
保
育
室
の
環
境
整
備

　
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

《
可
決
》

　
提
出
議
員
　
　
千
葉
　
良
秋

◆ 

狭
山
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則《
可
決
》

　
提
出
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会

◆「
特
定
健
康
診
査
時
に
お
け

　
る
高
齢
者
の
聴
力
検
査
・
検

　
診
及
び
加
齢
性
難
聴
者
の
補

　
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補

　
助
制
度
の
創
設
」を
求
め
る

　
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

請
願
者
　
１
千
１
名

《
賛
成
少
数
で
不
採
択
》

請
願
を
採
択
す
る
こ
と
の
賛
成

討
論

日
本
共
産
党
　
衣
川
　
千
代
子

◆
入
間
川
小
学
校
特
別
通
学
許

　
可
区
域
の
廃
止
に
関
す
る
経

　
過
措
置
の
設
置
に
つ
い
て

請
願
者
　
５
名

《
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
》

請
願
を
採
択
す
る
こ
と
の
賛
成

討
論

日
本
共
産
党
　
大
沢
　
え
み
子

請
　願

議
員
提
出
議
案

委
員
会
提
出
議
案

議
案
の
要
旨

　
警
備
の
た
め
の
人
員
配

置
、街
路
灯
の
増
設
、学
童
保

育
室
の
保
育
時
間
の
延
長
及

び
定
員
の
拡
充
な
ど
の
実
現

を
要
望
す
る
も
の

議
案
の
要
旨

　
欠
席
事
由
に
現
行
の「
育

児・
看
護・
介
護
」に
加
え
て

「
配
偶
者
の
出
産
補
助
」を
明

記
す
る
も
の
な
ど

◆全員が賛成した議案

？
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基
地
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、8
月

2
日
に
市
民
の
生
活
環
境
の
改
善
と

基
地
周
辺
対
策
の
一
層
の
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
、防
衛
省
北
関
東
防
衛
局

及
び
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
に
赴
き

要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。例
年
は

議
長
に
加
え
、委
員
全
員
が
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、議
長
、正
副
委

員
長
の
代
表
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

〇
主
な
要
望
と
回
答
の
要
旨

要
望
　
航
空
機
の
安
全
飛
行
の
徹
底

回
答
　
操
縦
士
や
整
備
士
な
ど
の
飛

行
場
関
係
者
に
対
し
、安
全
教
育
を

行
い
、高
い
安
全
意
識
を
常
に
保
持

す
る
よ
う
徹
底
し
て
い
る
。

要
望
　
航
空
機
騒
音
の
軽
減

回
答
　
騒
音
対
策
区
域
上
空
を
飛
行

し
、基
地
周
辺
の
住
民
の
生
活
環
境

に
配
慮
す
る
。ま
た
、土
日
祝
日
や
夜

間
の
用
務
に
係
る
飛
行
も
必
要
最
小

限
と
す
る
よ
う
努
め
る
。

要
望
　�

航
空
機
騒
音
に
対
す
る
住
宅

防
音
工
事

回
答
　
所
要
予
算
の
確
保
と
対
象
と

な
る
世
帯
へ
の
防
音
工
事
及
び
機
能

復
旧
工
事
の
早
期
完
了
に
努
め
る
。

要
望
　
基
地
内
の
雨
水
流
出
抑
制
対
策

回
答
　
雨
水
調
整
池
の
設
置
や
東
町

地
区
整
備
に
併
せ
た
浸
透
池
の
整
備

を
行
っ
て
き
た
。

航空自衛隊入間基地での
要望活動のようす

常任委員会からの常任委員会からの要望指摘事項要望指摘事項！
一般会計　
決算　

北関東防衛局長（写真右端）に要望書を
手渡す議長、正副基地対策特別委員長

総
務
経
済
委
員
会

■■１ 

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て

は
、
情
報
政
策
官
の
専
門
的
な
知
見

を
活
用
し
、
広
域
の
自
治
体
で
共
同

開
発
・
運
用
を
検
討
し
、関
連
事
業
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
ら
れ
た
い
。

■■２ 

市
民
活
動
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、今
後
も
職

員
及
び
市
民
へ
の
利
用
機
会
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
活
用

の
仕
組
み
の
構
築
を
進
め
ら
れ
た
い
。

■■３ 

中
小
企
業
へ
の
支
援
の
た
め
に
、
狭

山
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

業
務
と
中
小
企
業
経
営
支
援
相
談
業

務
と
の
さ
ら
な
る
協
力
体
制
を
構
築

さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
の
対
象
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を

検
討
さ
れ
た
い
。

文
教
厚
生
委
員
会

■■１ 

不
妊
相
談
に
お
い
て
は
、
専
門
性
を

高
め
た
窓
口
の
体
制
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
対
象
年
齢
や
補
助
金
額
の

拡
大
及
び
企
業
へ
の
不
妊
治
療
に
対

す
る
周
知
を
行
わ
れ
た
い
。

■■２ 

精
神
障
害
者
の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え

て
、
包
括
的
支
援
が
で
き
る
よ
う
な

人
員
、窓
口
体
制
を
確
保
し
、福
祉
・

健
康
・
医
療
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
図
ら
れ
た
い
。

■■３ 

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、
相
談
窓
口

の
充
実
や
必
要
な
支
援
の
情
報
が
届

く
よ
う
に
、支
援
員
の
増
員
を
含
め
、

体
制
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

■■４ 
教
員
が
体
調
不
良
や
感
染
症
対
応
の

際
に
も
安
心
し
て
休
め
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
派
遣
非
常
勤
講
師
の
人
員
を

増
や
さ
れ
た
い
。

建
設
環
境
委
員
会

■■１ 

地
球
温
暖
化
対
策
は
市
が
率
先
し
、CO2

削
減
の
目
標
値
を
管
理
・
分
析
す
る

と
と
も
に
、市
民
、各
種
団
体
、産
業

界
と
一
体
と
な
り
推
進
さ
れ
た
い
。

■■2 

通
学
路
の
安
全
性
を
確
保
す
る
に
あ

た
り
、車
の
速
度
を
抑
制
す
る
た
め
、

ハ
ン
プ
等
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を

さ
れ
た
い
。

特
　
別
　
委
　
員
　
会

基　
地　
対　
策

市長に要望書を提出
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誰もが安心して暮らせる狭山市のために

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、総
務
経
済
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
８
件
に
つ
い

て
、９
月
７
日
、８
日
及
び
15
日

の
３
日
間
、慎
重
な
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
第
75
号
の
令
和

２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
の
審
査
に
お
い
て
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
や
影
響
を
は
じ
め
、多
岐

に
わ
た
り
質
疑
、意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。重
点
的
に
審
査
し
た

内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◇
課
題
と
な
っ
て
い
る
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
へ
の
対
応
や
活

用
方
法
に
つ
い
て

◇
市
行
政
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◇
市
内
事
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て

◇
災
害
に
対
す
る
市
の
対
応

や
、自
主
防
災
組
織
の
状
況
確

認
、消
防
体
制
・
機
器
の
整
備
に

つ
い
て

◇
農
業
後
継
者
や
拡
大
希
望
者

に
対
す
る
支
援
体
制
に
つ
い
て

◇
免
許
返
納
制
度
を
活
用
し
た

市
民
の
声
の
反
映
に
つ
い
て

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
観
光

振
興
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

連
す
る
条
例
改
正
に
伴
う
市
民

へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
ま
た
、委
員
会
審
査
で
は
、歳

入
・
歳
出
の
状
況
確
認
の
他
に

11
の
要
望
が
あ
り
、そ
の
中
か

ら
、デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、市
民
活
動
に

関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
浸

透
、中
小
企
業
支
援
体
制
の
見

直
し
の
検
討
の
３
項
目
を
委
員

会
の
要
望
指
摘
事
項
と
し
て
決

定
い
た
し
ま
し
た
。今
回
の「
要

望
指
摘
事
項
」の
実
施
状
況
に

つ
い
て
、今
後
も
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
は
、気
候
変
動
に
よ
る
災

害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
経
済
危
機
な
ど

に
よ
っ
て
、劇
的
な
環
境
変
化

へ
の
即
時
的
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、委
員
会
と
し
て
は
、

今
後
も
時
代
の
要
請
に
応
え
る

市
政
運
営
を
追
求
し
続
け
る
べ

く
、調
査
と
研
鑽
を
重
ね
て
参

り
ま
す
。

主
な
委
員
会

　
　
　審
査
の
内
容

誰も取り残さないデジタル化推進を

令和２年度一般会計決算認定を慎重に審議

総　務　経　済　委　員　会

公共施設の計画的なメンテナンスを

農業支援体制の拡充を
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
課
題
が

あ
り
、こ
れ
ら
の
課
題
の
基
軸

と
な
る「
小
・
中
学
校
の
規
模

と
配
置
の
適
正
化
」に
関
す
る

市
の
方
針
や
現
在
ま
で
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
を

行
い
、今
後
の
委
員
間
討
議
を

経
て
、委
員
会
と
し
て
の
提
言

な
ど
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て

は
、委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
市

長
提
出
議
案
10
件
、請
願
２
件

を
審
査
し
ま
し
た
。請
願
に
つ

い
て
の
主
な
質
疑
の
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。

◇ 

議
請
第
２
号

 「
特
定
健
康
診
査
時
に
お
け
る

高
齢
者
の
聴
力
検
査
・
検
診
及

び
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
の

創
設
」を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
請
願

Ｑ
　
公
的
補
助
制
度
と
い
う
の

は
、具
体
的
に
は
中
度
・
軽
度
の

難
聴
の
方
の
補
聴
器
へ
の
保
険

適
用
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

Ａ
　
将
来
的
に
は
保
険
適
用
に

な
っ
て
ほ
し
い
が
、ま
だ
保
険

適
用
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
補
助
制
度
を
つ
く
る
よ
う

に
、 

国
と
し
て
制
定
し
て
ほ
し

い
と
の
お
願
い
で
あ
る
。

Ｑ
　
実
際
に
耳
鼻
科
に
行
か
な

く
て
も
、一
般
的
な
補
聴
器
を

売
っ
て
い
る
お
店
で
聴
力
検
査

が
無
料
で
で
き
る
環
境
が
市
内

に
も
い
く
つ
も
あ
る
が
、そ
う

い
う
環
境
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
店
舗
に
は
、補
聴
器
の
専

門
技
術
を
持
っ
た
認
定
者
が
あ

ま
り
い
な
い
。

　
専
門
家
の
方
に
よ
れ
ば
、本

当
に
自
分
に
合
っ
た
補
聴
器
に

な
っ
た
と
思
え
る
に
は
半
年
ぐ

ら
い
か
か
る
と
の
こ
と
で
、特

定
健
診
の
と
き
に
一
緒
に
聴
力

検
査
を
し
て
、聞
こ
え
が
悪
い

と
い
う
結
果
が
出
た
と
き
に
、

耳
鼻
科
に
行
く
き
っ
か
け
に
な

る
。

◇ 

議
請
第
３
号

入
間
川
小
学
校
特
別
通
学
許
可

区
域
の
廃
止
に
関
す
る
経
過
措

置
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
　
こ
の
請
願
内
容
を
認
め
る

と
、請
願
さ
れ
た
３
つ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
合
計
39
世
帯
を
含

む
、さ
ら
に
は
多
く
の
未
就
学

児
の
世
帯
が
通
う
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、入
間
川
東
小
学
校
側

の
対
応
と
し
て
は
プ
レ
ハ
ブ
を

造
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、請
願
者
は

そ
れ
も
承
知
の
上
だ
と
理
解
し

て
よ
い
の
か
。

Ａ
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
請
願
に
参
加
し

て
い
る
方
々
か
ら
は
、ま
ず
は
、

空
教
室
を
探
し
て
い
た
だ
き
、対

応
で
き
な
け
れ
ば
プ
レ
ハ
ブ
を

建
て
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

Ｑ
　
経
過
措
置
は
ど
の
ぐ
ら
い
の

期
間
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
６
年
間
は
必
要
と
考
え
る
。

小・中学校の規模と配置の適正化について調査を実施

委
員
会
審
査
の
内
容

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、７

月
20
日
に
閉
会
中
に
お
け
る
特

定
事
件
と
し
て
、「
小
・
中
学
校

の
規
模
と
配
置
の
適
正
化
に
つ

い
て
」の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
狭
山
市
の
教
育
、児
童
生
徒

を
取
り
巻
く
学
校
環
境
に
つ
い

て
は
、小
・
中
学
校
の
規
模
と
配

置
の
適
正
化
、特
別
許
可
地
区

を
含
む
通
学
区
域
の
問
題
、学

校
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
対
応

な
ど
、中
長
期
的
か
つ
複
合
的
、

全
体
的
な
視
点
で
考
え
て
い
か

閉
会
中
特
定
事
件
の
調
査

文　教　厚　生　委　員　会

委員間討議による意見抽出

（ 9 ）
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◇ 

議
案
第
74
号

　
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、狭
山
工
業
団
地

の
拡
張
に
伴
う
柏
原
鳥
之
上
地

区
の
字
界
の
変
更
で
あ
り
、地

区
内
に
は
居
住
者
も
な
く
、地

権
者
が
法
務
局
な
ど
で
行
う
手

続
き
も
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

◇ 

議
案
75
号

　
令
和
２
年
度
狭
山
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
は
、歳

入
の
使
用
料
及
び
手
数
料
、 

国

庫
支
出
金
、 

県
支
出
金
、 

財
産

収
入
、 

諸
収
入
、 

歳
出
の
衛
生

費
、 

土
木
費
に
つ
い
て
慎
重
な

る
審
査
を
行
い
予
算
が
適
切
に

執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

◇ 

議
案
第
79
号
及
び

　 

議
案
第
81
号

　
令
和
２
年
度
狭
山
市
水
道
事

業
会
計
及
び
狭
山
市
下
水
道
事

業
会
計
に
お
け
る
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
適
切

に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

◇ 

議
案
第
80
号
及
び

　 

議
案
第
82
号

　
令
和
２
年
狭
山
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
及
び
狭
山
市
下

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
は
、予
算
の
執
行
が
適
正

に
行
わ
れ
、健
全
な
経
営
が
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。　

１ 

水
道
事
業
の
危
機
管
理
体
制

　
狭
山
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、「
安
全
・
安
心
な
水
の
安
定

供
給
」を
基
本
理
念
と
し
て
掲

げ
て
お
り
、
災
害
時
な
ど
の
危

機
管
理
能
力
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。
災
害
発
生
前
か
ら
発

生
後
ま
で
の
対
策
が
明
文
化
さ

れ
、
応
急
給
水
体
制
や
施
設
の

応
急
復
旧
に
つ
い
て
の
確
認
が

で
き
ま
し
た
。
施
設
の
計
画
的

耐
震
化
も
進
み
、
緊
急
時
に
は

全
市
民
の
10
日
間
程
度
の
飲
料

水
も
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

水の安定供給と入曽のまちびらきに向けて

議
案
審
査
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
の
結
果

２ 

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お

け
る
入
曽
駅
橋
上
駅
舎
及
び
東

西
自
由
通
路
整
備
の
進
捗
状
況

　
令
和
５
年
度
末
を
予
定
し
て

い
た
ま
ち
び
ら
き
が
、
令
和
６

年
度
末
へ
、１
年
遅
れ
る
予
定
と

な
り
ま
し
た
。
詳
細
設
計
の
期

間
が
令
和
４
年
度
末
ま
で
か
か

り
、
工
事
に
２
年
を
要
す
る
こ

と
か
ら
遅
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
曽
駅
橋
上
駅
舎
の
工

事
費
総
額
は
約
37
億
２
千
万
円

と
な
り
、
７
億
２
千
万
円
の
増

額
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
今

後
の
詳
細
設
計
に
よ
り
変
動
し

ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、
情
報
公
開
の

あ
り
方
、
議
会
へ
の
報
告
、
市

民
を
含
め
議
論
を
深
め
て
ほ
し

い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
活

発
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
環
境
委
員
会
で
は
、今
期

定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た

議
案
は
６
件
で
し
た
。委
員
会
は

４
日
間
開
催
さ
れ
、初
日
と
２
日

目
に
か
け
て
議
案
の
審
査
が
行

わ
れ
、２
日
目
と
３
日
目
の
両
日

で
所
管
事
務
調
査
を
１
件
ず
つ

行
い
ま
し
た
。ま
た
、４
日
目
は

要
望
指
摘
事
項
の
取
り
ま
と
め

と
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

建　設　環　境　委　員　会

入曽駅周辺整備事業イメージ図
※現在のイメージとなりますので、今後の協議により一部変更となる可能性があります。
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こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　 

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

　　  一般質問は､ 議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を
市政に届けるものです｡９月定例会では､12名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

◆ 狭山市親元同居・近居支援補助制度の補助金
を減額
　令和元年７月21日執行の狭山市長選挙の選挙
公報には「親元同居・近居支援を拡大します！」
と、一番目の公約と考えられる目立つ位置に書か
れている。令和３年４月１日から補助金額40万円
を30万円に減額することは、拡大ではなく、縮小
であり、明らかに、選挙の公約違反ではないのか
と疑念を抱くが、所管としてどう捉えているのか。
総合政策部長�これまでの親元同居・近居支援制
度に加え、令和２年度からは、新たに若い世代
の住宅取得支援制度を開始しており、若い世代
の移住・定住について施策の拡充・拡大が図ら
れたものと考えている。

◆ 補助金に関して市の周知には落ち度があり、
不利益を受ける移住者や市民などが多くいる
①不動産会社などへ減額の案内チラシを送付し
たのは、令和３年４月９日以降と聞いているが、
市の周知として100％落ち度が無いのか。
②令和３年３月31日までに、補助対象となる住宅
の工事請負又は売買契約をされた世帯に対し、
支援制度を説明した不動産会社や営業マンなど
の信用・信頼保持のため、これまでと同様に補助
金額は40万円とすべきだと強く思うが、見解は。
総合政策部長�①要綱の改正後、可能な限り速や
かに対応した。
②令和３年４月１日以降に申請があったものは、
改正後の要綱に基づき手続きを行うこととして
おり、本年度中の補助額の見直しは考えていない。

◆服装や頭髪について児童生徒に考える機会を
　児童生徒の服装や頭髪について家庭から寄せ
られる意見や要望を把握しているか。
学校教育部長�価値観の多様化や性自認の違い
などから様々な意見などをいただいており、児
童生徒の個々の事情や背景にも十分留意し対応

しているが、規律
を乱すおそれのあ
るものなどは、服
装や頭髪などを示
した校則に基づい
て適切に対応する
よう丁寧に説明を
している。

◆ 多様性を認め、考える機会と自分らしく生きる
機会を

　校則などについて児童生徒間で議論・協議す
る場を設けているか。
学校教育部長�服装や頭髪について、直接、児童
生徒が考える機会はないが「特別の教科�道徳」で
は、法や決まりは自分自身や他者の生活や権利
を守るためにあり、それを遵守することの大切
さについての自覚を促している。
　また、特別活動では、学校生活をより良くする
ための課題を見いだし、解決するために話し合
い、合意形成を図り、実践する取り組みを行っ
ている。今後、各学級で服装や頭髪なども含め、
様々な校則や決まりについて議論する場を設け
ることや、生徒総会で議題として取り上げ、児童
生徒間で協議する機会を与えられるようにする
ことも含め、児童生徒の考える機会についての
研究を進めていく。

その他のテーマ

▲

GIGAスクール端末を用いた学習支援の状況は  

▲

リモート授業の準備の状況は 

髪型「ツーブロック」がどのように規律を乱すのか？

市長の選挙公約違反ではないのか疑念を抱き危惧する
金子　広和（はつらつ創造）

笹本　英輔（改進）

時代の要請に応じた校則と指導を

市長選挙公報
（公約）の一部拡大

（ 11 ）（ 11 ）

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

一　般　質　問そこが聞きたい!!

◆マスタープランの策定について
①策定にあたっての基本的な考え方と、県の動
向を踏まえた項目は。
②都市構造に求められる現状と主要課題は。
都市建設部長 ①人口減少、少子高齢化の急速な
進行や自然災害による安全・安心意識の高まり
など、社会情勢が変化したことに伴い、本市の人
口や土地利用などの現状を整理、分析した。県の
動向は、誰もが生き生きと活躍できる快適で暮
らしやすいまちづくりや、圏央道周辺における
産業基盤整備と企業誘致などが示されている。
②人口減少を抑制し、都市全体の活力を牽引す
るために、集いと交流の場となる駅周辺のにぎ
わいと魅力を向上させ、定住人口の増加に向け
た施策に取り組む必要があると認識をしている。

◆まちづくりの目標について
　『豊かな暮らしを実現すること』を目標に『狭山
市版コンパクトな地域づくり』を展開するとして
いるが、どのように関連するのか。
都市建設部長�狭山市駅周辺を中枢拠点、新狭山
駅、入曽駅、稲荷山公園駅周辺を地域拠点とし
て、利便性の向上と交通結節機能の強化を図り、
市内８地区の居住地を地域コミュニティとし
て、各地域の特性に応じた魅力あるまちづくり
を進める。さらに各拠点や地域コミュニティな
どの地域間の連携を図るために、公共交通ネッ
トワークを形成
する都市構造を
構築することで、
コンパクトな地
域づくりと豊か
な暮らしが実現
できるよう目標
として掲げた。

◆生理の社会化を
①生理用品は女性の社会活動に必要不可欠。ト
イレットペーパーと同じように、誰でも利用で
きるようにしてほしいが、市として公共施設の
トイレへの設置予定は。
②全国的には市内の小中学校のトイレに生理用
品を置く取り組みを始めている自治体もある。
狭山市でも検討してほしいがどうか。
③災害用備蓄品を活用して、入れ替え時期など
に希望者への配布や学校での活用ができないか。
市民部長�①まずは、市民交流センターの女性ト
イレの個室の一部に広告や宣伝などのコンテ
ンツを表示する機能を備えた生理用品を提供
する装置を設置し、利用者に無料で生理用品を
提供することを予定している。

学校教育部長�②女性にとって、必要不可欠であ
るとの認識から、応急的な対応に備えて保健室
に常備しているが、学校生活以外においても使
用できる生理用品までを学校のトイレに設置
することは、現在、教育委員会としては考えて
いない。
危機管理監�③生理用品については、約５万1,000
枚を備蓄している。今後、入れ替え時期となる生
理用品についても、関係課と連携し、有効活用を
図っていく。

⬆
画
像
２
点
　
解
像
度
低
い

録画配信の
２次元コード

トイレットペーパーと同じように生理用品を！

録画配信の
２次元コード

第２次狭山市都市計画マスタープランへの期待！
内藤　光雄（新政みらい）

大沢　えみ子（日本共産党）

その他のテーマ

▲

ひとり親家庭への自立支援について

ト
イ
レ
内
生
理
用
品

　
　
　
　（
大
和
郡
山
市
）

　豊かな暮らしの実現のために
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　　  一般質問は､ 議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を
市政に届けるものです｡９月定例会では､12名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。

　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

一　般　質　問そこが聞きたい!!

録画配信の
２次元コード

入曽駅周辺整備計画は市長と鉄道事業者の覚書前に戻して！

録画配信の
２次元コード

少子化対策の推進について

録画配信の
２次元コード

小・中学校プールの今後のあり方について検討組織の設置を

録画配信の
２次元コード

大手自動車会社の現状と今後について

猪股　嘉直（日本共産党）

三浦　和也（改進）衣川　千代子（日本共産党）

千葉　良秋（自由民主党）

その他のテーマ

▲

建替の入曽駅は請願駅なのか 

▲

重要土地等調査規制法は人権を侵害し制約する恐れが

◆小中学校のプール施設の状況は
①プール施設の建設年度と経過年数や老朽化の
状況は。
②プール施設の年間維持管理経費は。
生涯学習部長 ①昭和40年代後半から50年代に
かけて建設された施設が大半で、建設から40年
以上経過している施設が13校、30年以上40年未
満となる施設が９校である。近年はプール槽か
らの水漏れ、ろ過装置のポンプや滅菌するため
の機械の故障、プールサイドの亀裂、給水管から
の漏水など老朽化が進行している状況にある。
②上下水道代、電気代、薬品代及び点検委託料の
合計で、令和３年度は小学校15校の総額で約784
万円、１校当たり約52万円となり、中学校８校の
総額で約390万円、１校当たり約49万円となる。

◆大手自動車工場の撤退
　現時点で今年度いっぱいで閉鎖というが、最
新の情報は。
環境経済部長 令和３年度をめどに完成車生産
の機能を寄居町の完成車工場や小川町のエン
ジン工場に集約した後、１年から２年をめどに
部品生産の機能を完全に寄居町に集約する。

◆撤退後の新狭山商店街への影響
　飲食店経営者から「従業員がよく使ってくれ
た。店も改装したが、今は座敷まで使うことは

ない。出張の方が夜来てくれた。影響はかなり
ある。」と聞いている。商店街に対する対策は。
環境経済部長 新狭山商店街では経営者の高齢
化による廃業や商店街活動の担い手不足などの
課題を解決するため、令和元年度から埼玉県の
事業であるNEXT商店街プロジェクトの採択を
受け、シンサヤママーケットを立ち上げ、地域住
民や行政が一体となって事業に取り組んでいる。

◆今後のつながりとしてどんな働きかけを
　創業後50年以上が経過してできたつながり
を、今後も継続してほしいが、市としてどんな
働きかけを行っているか。 
環境経済部長 地域社会とのつながりを継承して
いくために本市とのパートナーシップ関係の構
築などについて要請し、硬式野球部と実業団駅伝
で活躍している陸上部は市民の誇りであり、本市
に存続していただきたい旨も要請している。

また、この額に令和元年度までの直近３年間の
修繕工事に要した１年当たりの平均額を加える
と、小学校15校の総額で約1,201万円、１校当た
り約80万円となり、中学校８校の総額で約837万
円、１校当たり約105万円となる。

◆教育委員会としてどのような検討課題があるか
　小中学校のプール授業及び施設について、現
在どのような検討課題があるのか。
学校教育部長 プール授業では、指導に当たる
教員数の問題や、猛暑日における熱中症などの
問題がある。プール施設では、老朽化するプール
施設の維持管理費用の
増加が見込まれること
や、更新時には多額の費
用が必要となることを
踏まえ、学校におけるプ
ールのあり方を研究し
ていく必要がある。

◆�出生率を上げるには結婚する方を増やす必要が
あるが

①本市の未婚率の状況は。
②本市の婚活支援の取り組み内容と実績は。
総合政策部長 ①20歳代から30歳代の未婚率
は、男性が６割、女性が５割を超えている。原因
としては、結婚への意識の低下や勤労者所得の
伸び悩み、共働きによる女性の負担の増加、教
育面での育児コストの増加などが考えられる。
②ライフデザインセミナーや異性とのコミュニ
ケーション力を高めるための講習などを実施す
るとともに、婚活イベントを開催
し出会いの場を提供してきた。
　また、SAITAMA出会いサポー
トセンター運営協議会へ入会す

◆�市長と鉄道事業者との覚書、最後の住民説明会
が終わる前の平成30年２月９日に締結

①入曽地区での説明会は全24自治会で平成30年
１月から２月に開催。最後の説明会はいつか。
②住民の声を聴かず、議会にも諮らず、覚書を交
わして良いのか。
都市建設部長 ①平成30年２月28日である。
②課題を解決する上で、駅の移転は鉄道事業者
の協力なくして完成しないため、基本的な事項
を確認し、書面での取り交わしを進めるととも
に、入曽駅周辺整備事業の基本計画を市民に周
知する必要があると判断し、覚書締結に向けた
同時期に、説明会などの実施と広報に事業概要
を掲載した。なお、基本計画の策定にあたり市議

るとともに、同センターへの登録を促し、令和３
年８月末現在で160名の方に登録いただいた。こ
れらの支援の実績として、今年度に入り２名、こ
れまでに合計で５名の方が結婚に至っている。

◆�第２期狭山市子ども・子育て支援事業計画のア
ンケートでは、�就労を希望する母親が増加し
ている�

　子育て後に再就職を希望する母親や子育て
しながら就労する母親に対する支援は。
福祉こども部長 総合子育て支援センターや児
童館などでは、相談員や保育士が就労を含めた
相談を受けており、保育所や幼稚園、一時預かり
保育の活用などについて説明している。特に、ひ
とり親世帯の就労希望者には母子・父子自立支
援員が状況を聞き、ハローワークでの求職活動、
職業訓練案内や埼玉職業能力開発促進センター
への同行支援など、相談者に寄り添った支援を
行っている。

会の建設環境委員会や全員協議会で説明し、パ
ブリックコメントを実施し、政策決定した。

◆�重要土地等調査規制法は重要施設（入間基地）
がある狭山市民に大きな影響があるのでは

　法の目的と概要についての認識は。
総合政策部長 法では重要施設の敷地の周辺おお
むね１㎞の区域内にある土地や建物などが、その
機能を阻害する行為に使用されることを防止し、
これをもって国民生活の維持並びに領海などの
保全及び安全保障に寄与することを目的として
いる。また、法の概要においては土地等利用状況
調査の実施や利用者
等関係者の情報提
供、土地等の利用者
への勧告及び命令、
土地の契約の届出な
どを規定している。

その他のテーマ

▲

コロナ禍の市内事業者の実態と支援策をどう考えているか

市
内
の
注
視
区
域
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　　  一般質問は､ 議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を
市政に届けるものです｡９月定例会では､12名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡

備事業」の中で構築に向け準備を進めている。
②重層的支援体制への移行を踏まえ、令和３年
５月から、庁内のみならず庁外の支援機関との
連携を含めた重層的支援会議を実施している。
この会議を通じて、複雑化し、また緊急性を要
する案件に関して、関係支援機関との情報共有
と支援の方向性の共通認識を図る多機関協働
事業を進めている。
③現在、このような方々が交流できる「多世代
型常設拠点」を増やしていくための助成を行っ
ている。重層的支援体制整備事業は、支援者や
専門職の負担軽減に
もつながることから、
今後も、地域にある
既存の施設や支援機
関との連携強化によ
り身近な地域で相談
ができる体制の構築
に努めていく。

録画配信の
２次元コード

安全な通学路の確保を優先して！

つながり、支え合う社会の構築へ

録画配信の
２次元コード

加賀谷　勉（公明党）

福田　正（改進）

◆ コロナ禍で顕在化している社会的孤立対策の
強化を

①「トータルサポート推進室」の取り組みを充実
強化し、人と人のつながりを再構築する取り組
みが求められているが見解は。
②社会的孤立を解決する基盤になる取り組み
と思われる「重層的支援体制整備事業」の構築
に向けた状況は。
③相談窓口まで来ることのできない支援対象
者が、身近な地域でいつでも気兼ねなく相談で
きる居場所を増やす取り組みの推進は。
福祉こども部長 ①トータルサポート推進室で
は、取り組みを一層強化するため、支援の情報
を多くの機関で共有する場の創設など、改正社
会福祉法で位置づけられた「重層的支援体制整

◆通学路安全総点検の概要とポイントは
　去る６月28日、千葉県八街市で下校途中の小
学生の列にトラックが突っ込んだ事故を受け、埼
玉県が通学路安全総点検を実施したポイントは。
学校教育部長�歩道は段差や凹凸がないか、区画
線は外側線、グリーンベルト、横断歩道、一時停
止が適切な場所に設置されているか、ガードレ
ールや簡易ポールは適切な場所に設置されて
いるかなどを確認した。また、通学路での交通
事故発生箇所の洗い出しやゾーン30などの交

通規制が必要な
箇所がないか、
見通しが悪くな
っていないかな
どを確認した。

◆市道はいち早く安全性を確保した整備を
　総点検で分かった問題箇所を、市として早急
に単独で解決、解消していく考えは。
学校教育部長�狭山市道については、可能なもの
は県の計画策定を待たず先行して実施できる
よう、所管及び警察と調整し、進めていく。

◆子ども部創設で関連政策の一元化を
　本市としていち早く機構改革を行い、子ども
部の創設を実施し、関連政策の一元化を図るこ
とが望ましく思うが、その見解は。
総合政策部長�本市においても、子どもの貧困、
障害、児童虐待、保育所や学童保育施設におけ
る待機児童の解消など様々な課題に対して総
合的に対応できるよう組織の強化が必要であ
るとの考えの下、子どもに特化した組織の創設
に向けた検討を進めている。

多世代型拠点施設
きのえね坂の家

見守り、毎朝ありがとう！

（ 15 ）

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

一　般　質　問そこが聞きたい!!

れているのか。
②どのような形態の管理を求めていくのか。
福祉こども部長�①建物及び設備の保守点検の
ほか、施設管理に係る経費についても事業費に
含む提案を受けている。なお、修繕に係る経費に
は、建物全体に係るものや、耐用年数を超えた設
備の交換などの大規模修繕は含まれていない。
②施設を自らの資金で整備し所有する優先交
渉権者が維持管理業務について担うものであ
り、公募に係る業務要求水準書では、業務範囲
を日常の警備や清掃業務とともに、建物・設備
などの保守点
検や植栽管理、
環境衛生、修繕
などと位置づ
けている。

◆なぜ公表しないのか。被害金額と責任所在！
　狭山市駅西口市営駐車場の指定管理者の納
付金未納問題で違約金など総額約3,000万円が
未納となっている。港区では、令和２年７月28
日付で同じ指定管理者による平成30年度納付
金の未納についてホームページで詳細を発表
し、再発防止を表明している。狭山市はなぜ公
表しないのか。
市民部長�被害金額の公表は、回収不能な債権額
が確定した時点で公表すべきであると考えてお
り、債権回収の諸手続きの終結が見込まれる時
点で、適宜、市公式ホームページで公表していく。

録画配信の
２次元コード

違法な浄化槽埋設の責任とらず是正工事は条例違反では！

80 年後を見据えた公共施設を利用するための管理運営を！

録画配信の
２次元コード

西塚　和音（はつらつ創造）

田中　寿夫（市民派無所属）

⬆
画
像
２
点
　
解
像
度
低
い

その他のテーマ

▲

家庭内感染を拡げない手立て 

▲

警戒レベル４避難指示が発令される条件 

▲

入曽駅に係る費用

入曽子育て支援拠点施設の予定地

枯
れ
た
桜
の
木

◆これまで以上に公共施設のメンテナンスを
　公共施設で改修が必要になったケースは、建
築後、何年経過したものが多いのか。
総合政策部長�平成27年度の調査では、屋根や
屋上は、建築後10年以上の施設で屋根材の損
傷や雨漏りなどの劣化事象が発生している。外
壁は、建築後10年以上の施設で大きな亀裂や漏
水などがあることが判明している。建物全体で
は、建築後20年以上の施設で、設備なども含め
劣化が顕在化しているとの結果が出ている。

◆ PPP／PFIによる入曽地区子育て支援拠点
施設
①メンテナンスに係る費用は提案価格に含ま

◆ 条例違反で樹木が枯れる、責任はだれがとる
のか
　浄化センターの地下構造物の埋設が廃棄物
処理法違反として県から指導。是正工事の残土
の盛土は、造園業者から樹木が枯れる指摘があ
るも、特段の注意を払うことなく残土を積み上
げ、桜の木が枯れた。これは、明らかに狭山市環
境基本条例を自らが破ったことにならないか。
枯れた樹木の伐根や植樹する費用は何処が負
担するのか。
環境経済部長�雨水流出抑制施設については、埼
玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例
により雨水の流出を抑制する施設を整備した。
樹木が枯れたことについては、市の負担により
今後の広場整備の中で植え替える計画である。
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　圏央道狭山日高ICに近い狭山工業団地拡張地区は、都市計画道
路東京狭山線の有料区間が令和３年７月に無料開放され、これまで
以上に、広域交通の利便性が高まったことから、工業・流通の拠点と
して大いに期待されます。現在、誘致した企業の建築工事が進む中、
隣接する道路や公園などの整備が行われています。

 　整備が進む狭山工業団地拡張地区

市議会の傍聴に関するお願い市議会の傍聴に関するお願い
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するため、議場内の傍聴席は半数の29席に
しています。また、傍聴される際は、マスクの
着用をお願いします。
　なお、本会議の動画を、インターネットで配信
していますので、パソコンやスマートフォンで
ご覧ください。

土・日曜日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せは議会事務局へ ☎ 04-2953-1111 内線 3311
　　　　　　　　　　 FAX  04-2955-2396 

12月定例会の予定12月定例会の予定
11月26日㈮　開会、議案説明
11月30日㈫　議案質疑
12月１日㈬～３日㈮　常任委員会
　　 ６ 日㈪～８日㈬　一般質問
　　 14日㈫　委員長報告、採決、閉会
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議場で避難訓練を実施

　10月19日（火）、議会では、防災力の強化
を図るとともに、傍聴者などの安全を確保
できる避難体制を構築することを目的とし
た避難訓練を実施しました。

　訓練は、議会開催中に地震が発生し、議場
内が停電していることを想定したものであ
ります。訓練開始とともに、全議員が書類な
どで頭部を守り、避難経路の確認を行いま
した。また、車椅子利用者を含む傍聴者が安
全に避難できるよう取り組みました。

次号の議会だよりは次号の議会だよりは
　　　　２月10日発行です　　　　２月10日発行です

表紙の写真

狭山市議会 検索

インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
https://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/
市議会トップページ→右側の動画配信ボタンを
クリック→左側の配信メニューを選択

委 員 長 三浦　和也
副委員長 広山　清志
委　　員 田中　寿夫
委　　員 衣川千代子
委　　員 福田　　正
委　　員 千葉　良秋
委　　員 西塚　和音
委　　員 内藤　光雄

庁舎北口玄関前における訓練のようす庁舎北口玄関前における訓練のようす

議場出入口における訓練のようす議場出入口における訓練のようす


